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  （百万円未満切捨て）

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年３月期第１四半期 9,424 △12.7 535 △26.6 614 △24.8 402 △24.4 

2021年３月期第１四半期 10,799 12.7 729 86.7 817 68.0 533 81.0 
 
（注）包括利益 2022年３月期第１四半期 244 百万円 （△68.0％）   2021年３月期第１四半期 764 百万円 （483.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2022年３月期第１四半期 18.37 － 

2021年３月期第１四半期 24.02 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2022年３月期第１四半期 63,262 31,221 48.7 1,404.15 

2021年３月期 63,557 31,416 48.8 1,413.37 
 
（参考）自己資本 2022年３月期第１四半期 30,797 百万円   2021年３月期 30,999 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2021年３月期 － 10.00 － 20.00 30.00 

2022年３月期 －        

2022年３月期（予想）   10.00 － － － 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

（注）2022年３月期の配当予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響で通期の業績予想を合理的に算定 
することが困難な状況下であるため、第２四半期末は10円、期末は未定としておりますが、連結配当性向30％ 
以上の継続を想定しております。配当予想額の公表が可能となった段階で速やかに開示いたします。 

 
 

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日） 

  （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 
40,600 

～39,600 
1.1 

～△1.4 
2,030 

～1,580 
1.3 

～△21.2 
2,310 

～1,860 
△4.1 

～△22.8 
1,650 

～1,340 
0.6 

～△18.3 
74.52 

～60.52 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

（注）2022年３月期の連結業績予想については、新型コロナウイルス感染症の終息時期が不透明な状況下から、業績に及
ぼす影響を算定することが困難な状況のため、レンジ形式により開示しております。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期１Ｑ 23,284,929 株 2021年３月期 23,284,929 株 

②  期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 1,351,672 株 2021年３月期 1,351,672 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 21,933,257 株 2021年３月期１Ｑ 22,191,209 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の
様々な要因により予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、【添付資料】Ｐ．３「１．当
四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年に続く新型コロナウイルス感染症の感染拡大、変異株の

猛威もあり依然として社会・経済活動が停滞し大きな影響を受けております。一部先進国においてはワクチンの接

種が進み終息がみえている国があるものの、アジアの一部の都市におけるロックダウン、国内においても４回目の

緊急事態宣言の発出等の先行きが不透明な状況が続いております。

このような中、当社グループの国内の活動は、新型感染症対策本部を中心に、営業部門での出張禁止や在宅勤務

などにより活動を制限し、コロナ禍でのお客様の対応を模索しつつ活動を行っております。生産部門では、従業員

の安全・健康に必要な対策を実施した上で生産を継続し、お客様への安定した製品の供給に努めております。 

なお、海外拠点であるマレーシアにおいては、現地政府の活動制限もあり営業活動に制約を受けておりますが、

国内外とも厳重な感染予防対策を実施した上で事業活動を行っております。 

 

（経営成績） 

当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は、前第１四半期連結累計期間に比べ13億74百万円減（前年

同期比12.7%減）の94億24百万円となりました。

利益面につきましては、売上高の減少に加え、印刷包材事業の増産体制構築による減価償却費の増加もあり、売

上総利益は減少しました。当第１四半期連結累計期間における営業利益は５億35百万円（前年同期比26.6%減）、

経常利益は６億14百万円（前年同期比24.8%減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億２百万円（前

年同期比24.4%減）となりました。 

なお、当第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31

日）等を適用しております。 

詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」に記載のとおりであります。

 

セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。

 

印刷包材事業 

当社グループの主たる事業である印刷包材事業におきましては、市場での企業間競争が一段と厳しさを増してお

りますが、当社グループでは市場ニーズに即した付加価値の高い製品提供に努めお客様・地域に密着した提案型営

業活動を展開するとともに、高水準の品質保証体制を追求し、お客様への安定した製品の供給に努めてまいりまし

た。 

売上高は、医薬品市場における医療用向け製品及びＯＴＣ向け製品につきましては、新型コロナウイルス感染症

対策としての外出自粛、マスク装着、手洗い等の行動変容等もあり前年同期を下回りました。化粧品市場向け製品

は外出自粛や在宅勤務などもあり前期は苦戦しましたが、化粧品メーカーの越境ＥＣの対応拡充や国内生産の回帰

もあり、前年同期を上回りました。 

当第１四半期連結累計期間における印刷包材事業の売上高は、前第１四半期連結累計期間に比べ２億３百万円減

（前年同期比2.2%減）の90億88百万円となりました。

セグメント利益は、前第１四半期連結累計期間に比べ67百万円減（前年同期比3.0%減）の21億66百万円となりま

した。 

包装システム販売事業 

当セグメントでは、印刷包材と連携したトータル提案による、時流や得意先ニーズにマッチした新たな「包装」

の開発を主眼とした包装機械や包装ラインの企画提案・仕入れ・販売を行っております。 

当第１四半期連結累計期間における包装システム販売事業の売上高は、受注案件はほぼ計画通り進捗しているも

のの、前第１四半期連結累計期間に比べ11億60百万円減（前年同期比81.5%減）の２億64百万円となりました。

セグメント利益は、前第１四半期連結累計期間に比べ１億27百万円減（前年同期比74.7%減）の43百万円となり

ました。 

その他 

人材派遣事業

当セグメントでは、当社グループのみならず地域企業からの求人を受けて人材の派遣を行っております。

当第１四半期連結累計期間における人材派遣事業の売上高は、前第１四半期連結累計期間に比べ11百万円減

（前年同期比13.5%減）の71百万円となりました。

セグメント利益は、前第１四半期連結累計期間に比べ０百万円減（前年同期比3.5%減）の17百万円となりまし

た。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、632億62百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億94百万円減少い

たしました。

その内、流動資産は、252億80百万円と、前連結会計年度末に比べ６億13百万円増加いたしました。その主な要

因は、現金及び預金の増加によるものであります。また固定資産は、379億82百万円と、前連結会計年度末に比べ

９億７百万円減少いたしました。その主な要因は、機械装置及び運搬具、投資有価証券の減少によるものでありま

す。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、320億41百万円となり、前連結会計年度末に比べ99百万円減少いた

しました。

その内、流動負債は、148億14百万円と、前連結会計年度末に比べ29億40百万円増加いたしました。その主な要

因は、１年内返済予定の長期借入金の増加によるものであります。また固定負債は、172億26百万円と、前連結会

計年度末に比べ30億39百万円減少いたしました。その主な要因は、長期借入金の減少によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は312億21百万円と、前連結会計年度末に比べ１億95百万円減少いたしま

した。

この結果、当四半期連結会計期間末の自己資本比率は、48.7％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2021年５月10日の決算短信で公表いたしました連結業績予想から変更はありませ

ん。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,549,410 8,006,969 

受取手形及び売掛金 13,736,731 14,096,445 

商品及び製品 1,127,347 1,009,467 

仕掛品 986,604 949,986 

原材料及び貯蔵品 687,978 707,554 

その他 587,188 515,485 

貸倒引当金 △8,061 △5,575 

流動資産合計 24,667,199 25,280,333 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 12,016,080 11,863,977 

機械装置及び運搬具（純額） 5,653,088 5,372,415 

土地 9,041,785 9,041,785 

リース資産（純額） 3,412,864 3,300,679 

建設仮勘定 286,929 210,109 

その他（純額） 787,687 777,638 

有形固定資産合計 31,198,436 30,566,605 

無形固定資産    

のれん 348,550 354,079 

その他 653,027 620,046 

無形固定資産合計 1,001,578 974,126 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,633,740 5,367,299 

長期貸付金 64,033 63,840 

繰延税金資産 148,343 93,179 

投資不動産（純額） 489,326 563,418 

その他 417,757 410,280 

貸倒引当金 △62,794 △56,166 

投資その他の資産合計 6,690,406 6,441,851 

固定資産合計 38,890,421 37,982,584 

資産合計 63,557,620 63,262,917 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,548,842 6,028,427 

短期借入金 98,990 90,011 

１年内返済予定の長期借入金 422,664 2,872,664 

リース債務 1,060,029 1,232,397 

未払金 2,190,523 2,248,710 

未払法人税等 383,861 112,905 

賞与引当金 551,312 329,582 

その他 618,186 1,899,935 

流動負債合計 11,874,410 14,814,633 

固定負債    

長期借入金 15,375,004 12,786,838 

リース債務 2,404,432 2,109,363 

繰延税金負債 417,630 361,435 

役員退職慰労引当金 526,825 446,018 

役員株式給付引当金 22,994 17,892 

退職給付に係る負債 1,430,266 1,425,212 

債務保証損失引当金 12,420 12,420 

その他 76,712 67,410 

固定負債合計 20,266,286 17,226,591 

負債合計 32,140,696 32,041,225 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,228,753 2,228,753 

資本剰余金 2,390,361 2,390,361 

利益剰余金 25,921,663 25,886,136 

自己株式 △1,355,999 △1,355,999 

株主資本合計 29,184,779 29,149,252 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,916,676 1,715,849 

為替換算調整勘定 △25,056 3,955 

退職給付に係る調整累計額 △76,584 △71,428 

その他の包括利益累計額合計 1,815,035 1,648,376 

非支配株主持分 417,108 424,063 

純資産合計 31,416,923 31,221,692 

負債純資産合計 63,557,620 63,262,917 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 10,799,014 9,424,320 

売上原価 8,377,645 7,197,839 

売上総利益 2,421,369 2,226,480 

販売費及び一般管理費 1,691,951 1,691,417 

営業利益 729,417 535,062 

営業外収益    

受取利息 348 387 

受取配当金 42,573 45,606 

受取賃貸料 28,272 39,258 

作業くず売却益 39,510 － 

雑収入 31,872 53,587 

営業外収益合計 142,578 138,839 

営業外費用    

支払利息 23,412 20,332 

支払手数料 1,000 1,000 

賃貸収入原価 16,012 23,055 

雑損失 13,600 14,726 

営業外費用合計 54,025 59,114 

経常利益 817,971 614,788 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 3,479 

特別利益合計 － 3,479 

特別損失    

固定資産除売却損 63,328 1,594 

投資有価証券売却損 － 1 

投資有価証券評価損 4,864 5,314 

その他 15,000 － 

特別損失合計 83,192 6,910 

税金等調整前四半期純利益 734,778 611,358 

法人税、住民税及び事業税 148,040 112,073 

法人税等調整額 53,049 93,532 

法人税等合計 201,089 205,606 

四半期純利益 533,688 405,751 

非支配株主に帰属する四半期純利益 665 2,932 

親会社株主に帰属する四半期純利益 533,023 402,819 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

四半期純利益 533,688 405,751 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 254,836 △200,316 

為替換算調整勘定 △28,696 34,161 

退職給付に係る調整額 4,852 5,155 

その他の包括利益合計 230,992 △160,999 

四半期包括利益 764,681 244,752 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 770,865 236,160 

非支配株主に係る四半期包括利益 △6,184 8,592 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2020年３月31日）を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと

交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

 なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内

の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合に

は、出荷時に収益を認識しております。

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の期首の利益剰余金に与える影響は軽微であります。なお、当第１四半期

連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える損益影響も軽微であります。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

 この結果、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える損益影響は軽微であります。
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